保護者の皆様
令和2年　月　日
幼稚園
園長　　　　　　

令和2年度における保育などについて

前略にて失礼します。進級園児のご家族の皆様にはこの度の自宅待機措置にご理解・ご協力くださり本当に有難うございました。
すでに報道で伝えられている通り、文部科学省は全国の小中高校などに授業の再開を通知して、京都市教育委員会も同じく授業再開を発表しました。
これらの状況を踏まえて、本園は4月日()から始まる令和2年度の保育について下記の通り対応する予定です。
但し、今後の感染の状況や行政からの通達などにより変更となる場合がありますのでご了承ください。　皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

通常保育の再開は皆さんと共に心待ちにしていたとても嬉しいことですが、子どもたちにとっても、保護者の皆さまにとってもいつもの普通の生活が戻ってくることを願うばかりです。

記

・本園は令和2年度より通常保育を再開します。
・通常保育終了後の通常の預かり保育も再開します。
・できる限りの予防対策を講じたうえで、園バスによる送迎も実施します。
→安全面を確保したうえでの窓の開放、コースごとの車内空間・シートなどの消毒を行います。
・給食も全日保育がスタートしたら予定通り開始します。
・通常授業や保育の再開は決して警戒を緩めて良いという合図ではなく、幼稚園と家庭が協力し合って感染拡大の防止に努めることが極めて重要です。
・そのため日頃の体調管理が感染予防の第一歩です。
・保護者の責任の下で毎朝の検温・風邪症状の確認を必ず実施して、異常がある場合は登園を控えることが感染拡大防止に非常に重要です。

（１）本園の感染症対策について
1 基本的な感染症対策の実施
感染症対策のポイントは、「感染源を絶つこと」「感染経路を絶つこと」「抵抗力を高めること」であることを踏まえ、以下のような取り組みを行います。
１） 感染源を絶つ
次の方法により、発熱等の風邪の症状がみられる園児などについては、自宅で休養することを徹底してください。教職員についても同様の対応とします。
◎ 園児・保護者・教職員ともに37.5℃以上の発熱があった場合、解熱後24時間以上経過して、呼吸器が改善傾向にあることが必要
◎ 家庭と連携した毎朝の検温及び風邪症状の確認
→出席カードの日付欄の下部に、保護者が毎日園児の検温結果を必ず記入してください。
◎ 登園前に確認できなかった園児などについては，職員室などで検温及び風邪症状の確認をします
→発熱や咳などの風邪症状がある場合はお迎えをお願いします。

２）感染経路を絶つ
乳幼児に出来る範囲で、手洗いや咳エチケットを指導します。
[image: ]
バースデイソングを2回歌いながら
米疾病予防管理センター（CDC）の手洗いガイドにも、手を濡らして石けんを付けて泡立ててから「少なくとも20秒手をこすって洗いましょう。タイマーが必要ですか？　ハッピーバースデーの歌を最初から最後まで2回ハミングしましょう」と書かれています。ご家庭でも試してみてください。
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・小学校以上は咳エチケットの要領で子どもがマスクを着用するなどの対策をとるようですが、乳幼児が正しくマスクをはめ続けることは不可能に近く、わずらわしさから外してしまったり、床に脱ぎ捨てたりすることも頻繁に起こります。唾液などが付着したマスクが床に落ちていたり、直接手で触れたりすることはむしろ避けるべきで、最終判断は各家庭にお任せしますが、幼稚園では園児のマスク着用は出来るだけしないようご協力ください。
・咳が出る場合は、咳エチケットとしてマスクを付けて登園するのではなく、このような場合には登園しないで自宅で休養することを基本とします。（どうしてもご事情のある方は個別に相談ください。）

３）抵抗力を高めること
免疫力を高めるため，十分な睡眠，適度な運動やバランスの取れた食事を心がけるよう指導します。
②集団感染のリスクへの対応
新型コロナウイルス感染症対策専門家会議（以下，「専門家会議」という。）が３月９日に示した見解によれば，これまで集団感染が確認された場に共通するのは、
・換気の悪い密閉空間であった
・多くの人が密集していた
・近距離での会話や発声が行われた
という３つの条件が重なった場です。
こうした場ではより多くの人が感染していたと考えられているため、この３つの条件が同時に
重なる場を徹底的に避けることが重要です。（図参照）
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その一方で幼稚園は集団教育の場であるとともに、乳幼児と学童以上の子どもとの発達には大きな差があるうえ、義務教育以上の着座を主とした教育形態とも大きく異なるため、前述した3条件の重なりを全て取り去ることは不可能です。勿論3条件の軽減を意識して保育計画をたてますが、保育室の換気が主対策となることをどうぞご理解下さい。

（２）出席停止等の扱いについては以下の通り文科省から通知されました。
園児等の感染が判明した場合又は園児等が感染者の濃厚接触者に特定された場合には、各園において、当該児童生徒等に対し、学校保健安全法（昭和33 年法律第56 号）第19 条に基づく出席停止の措置を取ること。なお、後者の場合において，出席停止の措置をとる場合の出席停止の期間の基準は、感染者と最後に濃厚接触をした日から起算して２週間とする。

（３）海外から帰国した園児等への対応については以下の通り文科省から通知されました。
帰国した日の過去14 日以内に「検疫強化対象地域（※）」に当該地域が検疫強化対象国として追加された日以降の滞在歴がある園児等又は帰国した日の過去14 日以内に「入管法に基づく入国制限対象地域（※）」に滞在歴のある園児等は、政府の要請に基づく２週間の自宅等での待機を経ていることを確認した上で、健康状態に問題がなければ登園させて構わない。なお、検疫強化対象地域等は今後変更があり得るので最新の情報に注意すること。
（※）「検疫強化対象地域」及び「入管法に基づく入国制限対象地域」（３月21 日現在）
最新の情報をご確認ください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19_qa_kanrenkigyou_00
001.html#Q1-1
＜検疫強化対象地域＞
（注：下線は，2020 年３月21 日午前０時（日本時間）から追加）
東アジア：中国，韓国の全域（３月９日午前０時から追加）
ヨーロッパ：シェンゲン協定加盟国（アイスランド，イタリア，エストニア，オーストリア，オ
ランダ，ギリシャ，スイス，スウェーデン，スペイン，スロバキア，スロベニア，チェコ，デン
マーク，ドイツ，ノルウェー，ハンガリー，フィンランド，フランス，ベルギー，ポーランド，
ポルトガル，マルタ，ラトビア，リトアニア，リヒテンシュタイン，ルクセンブルク），アイル
ランド，アンドラ，英国，キプロス，クロアチア，サンマリノ，バチカン，ブルガリア，モナコ，
ルーマニアの全域      中東：イランの全域     アフリカ：エジプトの全域
＜入管法に基づく入国制限対象地域＞
（注：下線は，2020 年３月19 日午前０時（日本時間）から追加）
＜中国＞湖北省，浙江省
＜韓国＞大邱広域市，慶尚北道（清道郡，慶山市，安東市，永川市，漆谷郡，義城郡，星州郡，軍
威郡）
＜イラン・イスラム＞ギーラーン州，コム州，テヘラン州，アルボルズ州，イスファハン州，ガズ
ヴィーン州，ゴレスタン州，セムナーン州，マーザンダラン州，マルキャズィ州，ロレス
タン州    ＜イタリア＞ヴェネト州，エミリア＝ロマーニャ州，ピエモンテ州，マルケ州，ロンバルディア州，ヴァッレ・ダオスタ州，トレンティーノ＝アルト・アディジェ州，フリウリ＝ヴェネ
ツィア・ジュリア州，リグーリア州   ＜サンマリノ＞全ての地域   ＜スイス＞ティチーノ州，バーゼル＝シュタット準州   ＜スペイン＞ナバラ州，バスク州，マドリード州，ラ・リオハ州
＜アイスランド＞全ての地域

（４）感染者、濃厚接触者等に対する偏見や差別について
感染者、濃厚接触者とその家族、この感染症の対策や治療にあたる医療従事者とその家族に対する偏見や差別につながるような行為は、断じて許されないものであり、新型コロナウイルス感染症に関する適切な知識を基に、発達段階に応じた指導を行うことなどを通じ、このような偏見や差別が生じないようにすることが非常に重要です。子どもは大人の言動をそのまま受け入れてしまいますから、くれぐれもご注意ください。

＜確認事項＞
A:毎朝登園前に必ず検温をして（親子とも）平熱であること。
→出席カードに子どもの体温を毎日記入
B:園児・保護者・教職員ともに37.5℃以上の発熱があった場合、解熱後24時間以上経過して、呼吸器が改善傾向にあることが必要であること。
C:鼻水が出たり、咳こんだり喉が痛いなど風邪の症状がないこと。
D:園内では同じ空間に複数の子どもや大人が、一定時間一緒に過ごすことは避けられないこと。
E:乳幼児は子ども同士や保育者ともスキンシップを多くとること。
F:やむを得ない場合を除き、園児は出来るだけマスクをしないで登園すること。
G:集団生活の感染リスクは自宅に比べると自ずと高まること。
H: 感染者、濃厚接触者等に対する偏見や差別は断じて許されないこと。
I:そのほかご心配な点などは直接ご相談ください。
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